４・５釜ヶ崎大弾圧救援対策本部からのお知らせ
５月２４日、今回起訴されて大拘に収監されている阪口浩一さん（通称エキン）の勾留理由開示公判が大阪地裁でありました。

エキンはガ体が大きいからか四人もの看守に囲まれて出廷しました。いつものように満面ニコニコしながら登場し拍手で迎えられました。

公判が始ると、鈴木一郎弁護士は畑山裁判官に矢のような質問を連発しました。畑山は「釈明の必要なし」のくり返しですが、鈴木弁護士は引き下がらず、釈明する必要性を述べて再度釈明を求めるという熱の入った質問でした。
その中で鈴木弁護士は、今回の事件が、２００７年３月２９日、大阪市が釜ヶ崎の２０８８人の住民票を消除し、国民固有の権利である普通選挙権を侵害したことに始るとし、これは日本国憲法や国際人権規約に違反する、権力こそ人権侵害を行っていると指弾しました。
又、萩之茶屋投票所で「投票無効」は一度でもあったのか？と質問し、畑山が「なかった」むね応えると、投票所で選挙人が投票所を管理し、監視するのは当然の権利であって公務員が投票所の入り口をバリケードでふさいでいたことこそ問題だとした。

勾留理由で被告らを「市民運動を標榜し」と書いていることについて、「標榜してとはどういうことか？」厳しく追及し、「標榜し」という表現には本当は市民運動ではなく、選挙を妨害するためにやったのだろうという偏見が存在するとし、そういう証拠はあるのかと質した。裁判官がまともに答えないと、この「標榜し」という表現は裁判官の党派性を表すものであって、中立であるべき裁判官として失格であり、拘留を認めたことは権力におもねた判断だと断罪した。
阪口エキンの陳述は、まず裁判官に質問し、オダ検事が主張した勾留理由は「釈放すると脅したり恫喝するから」というもので、「罪証隠滅」や「逃亡のおそれ」は言っていない。検事さえいってないことを何で裁判官が言うのかとし、「裁判官を忌避する」と宣言した。しかし畑山は「勾留理由開示公判では忌避できない」と言った。
陳述では、海外では野宿者の選挙権は当然のこととして保障されている。野宿者の選挙権を制限しているのは日本だけだ。投票への呼びかけ行動がどうして罪になるのか。私は、警察や行政、検察や裁判所が共謀して野宿者の選挙権を奪っているのであって、「公務執行妨害」や「威力業務妨害」という罪状は、そっくりそのままあなた達にお返しする。
途中で裁判官が「時間ですよ」というと、「聞け！聞け！聞け！」とさえぎり、また３分くらい演説して、裁判官に「謝罪せよ」と述べました。公判がおわると、満員の傍聴席からエキンに色々な励ましの声が飛びました。
以上傍聴メモですので正確ではありませんが、大体の雰囲気だけ察知してください。
拘留されている仲間の即時釈放を求める署名のお願い

救対本部では、今回の弾圧で拘留されている仲間の早期釈放を求める署名活動を行います。

すでに逮捕から５０日、起訴から一ヶ月になりますが、いつ公判が開かれるのか、その準備にさえ入っていない状態で、長期拘留を目論んでいることが明らかになりつつあります。
今回の弾圧は、釜ヶ崎労働者や派遣労働者、震災被災者のように、貧困や災害によって住所が安定しない者には、選挙権も保障されないという日本の選挙制度、そしてこの選挙制度をかたくなに守ろうとする者達が引き起こしました。

この選挙制度は日本国憲法に違反していることはもちろん、国連人権規約にも明確に違反しており、日本の民主主義を根底から問うものです。

原発や被災地の復興の仕事に行くであろう釜ヶ崎の人間を選挙から排除しておいて、どうして新しい日本など展望できるのでしょう。

この署名運動は、釈放要求運動であるとともに、日本の本当の民主主義を求める声を結集するものです。

今色々なところで権力による弾圧事件が頻発しています。権力にとって都合の悪い芽は全部つみ取ろうとしています。しかし日本をここまで凋落させた彼らに、もはやこの国を任すことはできません。この弾圧を跳ね返す強力な陣形を整えましょう。署名運動へのご協力をお願いします。一応、第一次締め切りを６月１５日としますので、緊急ではありますがよろしくお願いします。
次ページより署名用紙を添付します。
【公務執行妨害容疑で逮捕状が発布され、威力業務妨害罪で起訴された４名の釈放を求める署名】
大阪地方裁判所　宛
署名集約
４・５釜ヶ崎大弾圧救援対策本部　
（ＮＰＯ法人釜ヶ崎医療連絡会議気付け）
大阪市西成区太子２丁目１番２号
ＴＥＬ・ＦＡＸ　　０６－６６４７－８２７８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール　iryouren@air.ocn.ne.jp
４月５日、大阪府警は釜ヶ崎の仲間7人を逮捕し、14ヶ所を家宅捜査した。
逮捕の理由は、昨年7月の参議院選挙の際、釜ヶ崎の中にある萩之茶屋投票所前で投票所を警備していたガードマンの公務を妨害したというものである。７人のうち３名は釈放したが、４名については４月２６日、罪状を「公務執行妨害」から「威力業務妨害」に変更して起訴し、現在も大阪拘置所に拘留中である。
　
　2006年、福岡県警の警察官が浮気をし、人生をやり直すために釜ヶ崎の住民票をお金で買った。その住民票は釜ヶ崎解放会館に置かれていたものだった。この事件を契機に、釜ヶ崎解放会館には居住実態のない住民票が大量に置かれていることをマスコミがとりあげた。大阪市は2007年3月29日に2088名の住民票を職権で削除した。
　しかし、この解放会館への住民票の設定は、大阪市西成区役所が30年間にわたってすすめてきたものである。労働者が区役所へ行って相談すると「解放会館へ行って、そこに住民票を置かしてもらいなさい」と指導してきた。
　大阪市による住民票の強制削除によって、同年4月の統一地方選挙で、多くの仲間の選挙権が奪われるのではないかというおそれがでてきた。
　大阪市は釜ヶ崎の仲間達との交渉で、「投票所で簡易宿泊所の領収書などを見せて、地域に居住していることが証明されれば、投票所で住民票を復活し、投票させる」と約束した。
しかしこの事実を広く住民票を削除された人に周知させることはしなかったため、釜ヶ崎の仲間はこれをビラやマイクで選挙の数日前から広報し、「住民票を復活できるかもしれませんから、投票へ行きましょう」と呼びかけたのである。これで9名が住民票を復活できた。この投票呼びかけ行動はその後の選挙でもつづいた。選挙当日、釜ヶ崎の三角公園に集合し、住民票を削除された仲間と支援者が一緒に投票所へ行って、居住実態などの確認作業をするという行動である。当初は支援者も投票所の中に入ることができたが、徐々に釜の仲間を門扉で排除するようになった。
　今回大阪府警は７人に対して、選挙管理委員会が委託した民間警備員の公務を妨害したとして逮捕した。しかし公職選挙法によれば、公職の選挙を行なう投票所を管理するのは、公務員ではなく、地域の選挙人の中から選んだ「投票管理人」でなければならないのである。選挙管理委員会に委託された民間警備員が投票所の門扉のところで、誰が選挙人かも調査することなく排除していたという事実は、それ自体が公権力による選挙妨害である。
　このことを今回逮捕された南美穂子の「勾留理由開示公判」において、担当の弁護士が主張した。
あわてた検察は拘留期限がきれる4月26日ぎりぎりになって、3名を釈放し、4名については「投票管理者の指示をうけ、投票人等投票所に入ることのできる者以外の者の入場を制限していた選挙管理委員会関係者に対する威力業務妨害」に罪状を付け替えて起訴した。
しかし、いくら罪状を変更しようとも、釜ヶ崎の労働者の選挙権を守ろうとしていたのは、今逮捕されている４人の仲間の方であって、憲法に違反し、釜ヶ崎の仲間の選挙権を奪ったのは大阪市と大阪府警の方であると言う事実は、決して消し去ることはできない。
　　　　　今現在逮捕されているのは、阪口浩一、大谷隆夫牧師、佐藤零郎、、南美穂子の４氏である。　
　　　　　大阪地方裁判所は、ただちにこの４名の釈放を決定するよう、強く求めます。
阪口　浩一　　（大阪拘置所　在監　２０１１年５月１７日　現在）
1968年、大阪生まれ。「エキン」のニックネームでおなじみ。高校中退後、17才で日本を離れ、世界を流浪。たまたま旧友に会うために訪れた故郷大阪で、長居公園のテント行政代執行と、大阪市による”住民票職権削除”問題に反対する運動に関わり、現在に到る。大阪・釜ヶ崎にて日雇い労働者として生計をたてている。彼の人なつっこい笑顔とハスキーボイス、何より彼の存在感は、一度会ったら忘れられない。
大谷　隆夫　　（大阪拘置所　在監　２０１１年５月１７日　現在）
日本キリスト教団摂津富田教会牧師であり、釜ヶ崎医療連絡会議代表。釜ヶ崎キリスト教協友会共同代表。釜ヶ崎には学生時代から関わっていて２０年余。日常的には関西労働者伝道委員会専任者として釜ヶ崎で活動。
佐藤　零郎　　（大阪拘置所　在監　２０１１年５月１７日　現在）
中崎町ドキュメンタリースペース所属。
大阪長居公園の行政代執行による強制的な野宿者排除に対して自らも公園に住み、テントの住人とその仲間たちによる「芝居」を中心に闘争の記録を映画にする（映画『長居青春酔夢歌』山形国際ドキュメンタリー映画祭招待作品）。また同時期に起こった住民票削除に対する運動に撮影者／直接行動隊として参加。昨年、日本とパレスチナの演劇人による劇団パレスチナ・キャラバンの中東ツアーに同行し公演と交流を記録し映画にまとめた。
　　　　　南　美穂子　　（大阪拘置所　在監　２０１１年５月１７日現在）
南美穂子さんは、釜ヶ崎のセンターで毎週「働き人のいい分」というパンフを発行し、月に一回は天王寺公園の東口で、平和憲法を守る宣伝活動をしています。ただ最近ガンにかかり、治療中の身であり、一刻も早い釈放が必要です。
署名欄
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　　　　　集約期限　２０１１年６月１５日　必着
救援対策本部へ　FAX　・　郵送　・　持参可　　持参の場合（平日　９：００～１７：００）
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